
 

 

教 育 方 針 

 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 

愛国学園大学は、教育基本法及び学校教育法の趣旨に則り、本学園の建学の精神を旨とし、幅

広い教養と人間文化に関する高度の知識と学芸を教授研究し、我が国の文化の発展に貢献すると

ともに、専門性を持った人間性豊かな女性を育成することを目的としています。 

本学においては、以下の１から４の能力を身につけ、そこで培った能力をもとに卒業論文を作成

し、認定された学生には、人間文化学の学士を授与します。 

 

１．アドミッション時の学力及び能力をさらに伸ばし、大学生としての幅広い教養を身につけた

上で、主体的にカリキュラムを選び、その学修を通じて得た専門的な知識を表現する能力 

２．選択したカリキュラムの学修の過程で、自己の潜在能力を発見し、様々な問題に立ち向かい、

解決する能力 

３．選択したカリキュラムの学修の過程で、卒業論文のテーマを選び、その作成を通じて獲得す

る専門的な知識を活用して、論理的、批判的なものの見方を養い、その過程で発見した課題を

探究する能力 

４．十分な学士力を身につけると共に、学生生活の中で豊かな人間性と倫理観を養い、卒業後は

その資質を生かして社会生活を豊かに過ごせる能力 

 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 

愛国学園大学は、建学の精神に基づき、豊かな知識と技術とをもって経済的に独立する女性を

育成するためのカリキュラム・ポリシーを以下のとおり定めます。 

 

１．豊かな教養と専門性の両立 

幅広い教養と人間文化に関する高度の知識は、いつの時代でも社会のなかで求められる必須

の要素です。幅広い教養は、本学教育目的がいう「豊かな人間性」の基礎であり、人間文化に

関する高度の知識すなわち専門性は、女性の自立の基礎となります。 

 

２．専門知識・技能の高度化 

専門性の習得は、複雑化する現代社会のなかで、女性が自立して生きていくのに必須のスキ

ルです。そのありようは時代とともに変化しますが、現代に求められる専門知識・技能の高度

化を図るため、本学では、「日本理解」、「心理・生活」、「地域共生」及び「ビジネス」の各専攻

を置きます。それぞれの専攻の狙いは、次のとおりです。 

 

●「日本理解」…日本文化・社会に関する知見を深め、日本語能力の充実を図りつつ、文化交

流、経済交流など、国際社会の中の日本を、グローバルな視点に立って包括的に学ぶ。 

●「心理・生活」…生きていくなかで出会う様々な問題に対処するために、「心」と「社会」

と「自然」の仕組みを学び、活用する方法を学ぶ。 

●「地域共生」…成田・羽田両国際空港間に立地する四街道市に、様々な外国人居住者が増加

している地域特性を踏まえ、多文化が共生する地域社会の在り方を学ぶ。 

●「ビジネス」…日本の企業経営、会計、情報科学に関する理解を深め、情報技術を生かした

ビジネスを学び、併せて実践的な技能を習得する。 

  



 

 

３．論理的思考力、問題解決能力、分析力及び判断力の獲得 

本学はその教育目的として、自己の潜在能力を発見し、問題解決に立ち向かう能力の養成、

論理的、批判的なものの見方を養い、課題を探求する能力を掲げています。どんな事項でも情

報検索で「知識」が得られる現代社会にあって、なおも人間が学修する究極の意義は、「知識」

とは異なる「知性」の獲得にあり、論理的思考力、問題解決能力、分析力及び判断力はその具

体的な姿です。 

豊かな教養と専門性の両立、専門知識・技能の高度化を目指す究極の意味は、第３のポリシ

ーの基礎だからであり、本学が卒業論文の作成を柱とする学修に力を入れるのはそのためです。 

 

入学者受入れ方針（アドミッション・ポリシー） 
 

求める学生像 

 本学の建学の精神が掲げる「専門性をもった人間性豊かな教養人」は、今後ますます複雑化す

る新時代において、一層求められる人材だと考えられます。その精神を具現化するため、本学学

生は人間文化学を学修します。 

 人間文化学の最終的な目標は、様々な角度から人間を考究し、その知見を以て人類の福祉に貢

献することになり、本学では、人文・社会・自然科学を横断的に学ぶリベラルアーツ型教育を行

います。他方、現代社会の進化に対応した人材として活躍するには、高度な専門性を兼ね備える

必要があり、それを「日本理解」、「心理・生活」、「地域共生」及び「ビジネス」の 4 専攻による

教育を行います。本学は、人間文化学の役割と魅力を理解した次のような女性を、日本を含めた

世界各地から求めています。 

 
１．愛国学園の建学の精神を尊重し、目標に向かって努力できる女性 
２．人間文化の基本である言語の重要性を踏まえ、十分な言語コミュニケーション能力を 

備えている女性 
３．日本あるいは世界各国の教育制度で、大学入学前に学ぶ各教科・科目の基礎知識を身に 

つけている女性 
４．文系・理系の枠組みにとらわれず、幅広い知的好奇心を持っている女性 
５．「人間と人間」、「人間と社会」、「人間と自然」の各接点に興味があり、それぞれの関係がより

よくなるよう、問題意識を有する女性 

 

 上記の女性に幅広く門戸を開くために、「総合型選抜」、「学校推薦型選抜」、「一般選抜」、「大学

入学共通テスト利用選抜」、「外国籍生徒等特別選抜」、「外国人留学生選抜」、「社会人特別選抜」、

「編入学選抜」を実施し、多様な入試に努めます。 

 

大学入学前に身につけておくのが望ましいこと 

 人間文化学部で学ぶ分野は人文・社会科学が中心になりますが、自然科学も含まれます。した

がって、大学入学前に幅広く学習し、基礎的な学力を身につけることが何よりも大切になります。

それを踏まえたうえで、次のことに留意してください。 

 まず、コミュニケーションの基礎となる語学力を身につけてほしいということです。例えば日

本人学生であれば「国語」と「英語」などの外国語、外国人留学生であれば「母国語」と外国語で

ある「日本語」の学習に励んでください。面接・プレゼンテーション・筆記試験など、あらゆる試

験において語学力は重視されます。入学後の学修を見据え、たしかな力を養っておくことを期待

します。 

 次に、人間文化と深くかかわりのある社会にも強く関心を持ってほしいということです。現代

社会の成り立ちを学ぶ「世界史」や「日本史」などの歴史と、現代社会のありようを学ぶ「地理」

や「公共、政治・経済」をしっかり学習してください。その際、例えば過去の社会と現在の社会を

比較したり、外国人留学生は出身国と日本の社会や法制度の違いを理解したりするなど、自身を

取り巻く社会を相対化する視点を獲得されることを期待します。 

 


